小学校「音楽科」共通教材におけるピアノの演奏技術 by 長井 典子



































学生の音楽 6」全 6学年の令和 2年度版用小学校指導書（伴奏編）を用いている。
₄．研究内容
　本研究において用いた教育芸術社版「小学生のおんがく 1」および「小学生の音楽 2」






演奏する技術（第 2-4、11-12 小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 5-6、11 小節）、
和音もしくは分散和音を演奏する技術（第 7-10 小節）がそれぞれ必要である。左手には、




する技術（第 4、8、12 小節）、重音を伴い旋律を演奏する技術（第 7小節）がそれぞれ必
要である。左手には、分散和音を演奏する技術（第 1、4、9、11 小節）、持続音を伴い旋





する技術（第 1-2 小節）、分散和音を演奏する技術（第 5-14 小節）、音階を演奏する技術（第
8-9、12-13 小節）、終止形を演奏する技術（第 3-4、15-17 小節）がそれぞれ必要である（譜例 3）。





和音を演奏する技術（第 1-2 小節）、音階を演奏する技術（第 4-5 小節）、終止形を演奏す
る技術（第 3-4、19-21 小節）がそれぞれ必要である（譜例 4）。
④「ひらいたひらいた」わらべ歌　2/4 拍子
　伴奏（編曲：川崎祥悦）の右手には、3度の音程もしくは 4度の音程を保ちながら旋律
を演奏する技術（第 1-12、15-16 小節）、重音を演奏する技術（第 13-14 小節）がそれぞれ
必要である。左手には、分散和音を演奏する技術が必要である（譜例 5）。
譜例 1 譜例 2







1オクターブを演奏する技術（第 1-2、5-6 小節）、3度の音程を演奏する技術（第 11 小節）、





分散和音を演奏する技術（第 1-7、9-12 小節）、音階を演奏する技術（第 8小節）、終止形
を演奏する技術（第 11-12 小節）がそれぞれ必要である（譜例 8）。
　伴奏 2（編曲：黒澤吉徳）の右手には、分散和音を演奏する技術（第 5-7、9-11 小節）、
音階を演奏する技術（第 8小節）、終止形を演奏する技術（第 11-12 小節）がそれぞれ必
要である。左手には、持続音を伴い分散和音を演奏する技術（第 1-2 小節）、分散和音を
演奏する技術（第 7-10、12 小節）、和音を演奏する技術（第 3-4 小節）、終止形を演奏する
技術（第 11-12 小節）がそれぞれ必要である（譜例 9）。
③「虫のこえ」文部省唱歌　ハ長調・2/4 拍子　
　伴奏（編曲：黒澤吉徳）の右手には、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 1-2、13、
15-16 小節）、和音を演奏する技術（第 5-8 小節）、重音を演奏する技術（第 10-12、14 小節）、
装飾音を演奏する技術（第 9小節）、終止形を演奏する技術（第 3-4、17-18 小節）がそれ
ぞれ必要である。左手には、分散和音を演奏する技術（第 1-2、11-13、15-16 小節）、音階





技術（第 2-5、7-10 小節）、分散和音を演奏する技術（第 11-13 小節）、1オクターブを演奏
する技術（第 20-25 小節）がそれぞれ必要である（譜例 11）。





13-15 小節）、装飾音のようなアルペジオを演奏する技術（第 13 小節）がそれぞれ必要で
ある。左手には、分散和音を演奏する技術が必要である（譜例 12）。
譜例 6 譜例 7





　伴奏 1の右手には、3度の音程を演奏する技術（第 1-2、4-5、10、12-13、15、20-21 小
節）、重音を伴い旋律を演奏する技術（第 3、6、11、14 小節）、和音を演奏する技術（第
7-9、16、20 小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 17-19 小節）がそれぞれ必要で
ある。左手には、最低音から 5度上もしくは 4度上の音を経由して 1オクターブを演奏す
る技術が必要である（譜例 13）。
　伴奏 2（編曲：川崎祥悦）の右手には、2度の音程もしくは 3度の音程の重音を演奏す
る技術（第 1-14 小節）、和音を演奏する技術（第 14-16 小節）がそれぞれ必要である。左
手には、分散和音を演奏する技術（第 1-13 小節）、和音を演奏する技術（第 17 小節）、終
止形を演奏する技術（第 15-18 小節）がそれぞれ必要である（譜例 14）。
③「春の小川」文部省唱歌　作詞：高野辰之／作曲：岡野貞一　ハ長調・4/4 拍子
　伴奏の右手には、持続音を伴い旋律を演奏する技術が必要である。左手には、旋律を演
奏する技術（第 1-20 小節）、分散和音を演奏する技術（第 4、12、20 小節）がそれぞれ必
要である（譜例 15）。
④「ふじ山」	文部省唱歌　作詞：巌谷小波　ハ長調・4/4 拍子
　伴奏の右手には、和音を伴い旋律を演奏する技術（第 1、5、9-11、15-20 小節）、3 度
の音程もしくは 6 度の音程を保ちながら旋律を演奏する技術（第 2-4、6-8、11、13-14、
18-19 小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 2、12、16、19 小節）がそれぞれ必要
である。左手には、分散和音を演奏する技術（第 2小節）、音階を演奏する技術（第 3小節）、
1オクターブを演奏する技術（第 8-12、15-16、20 小節）、持続音を伴い重音を演奏する技
術（第 13-14 小節）がそれぞれ必要である（譜例 16）。
譜例12 譜例13





10、12、15-16 小節）、和音を伴い旋律を演奏する技術（第 3-6、9-10、13-14 小節）、重音
を伴い旋律を演奏する技術、（第 7-8、11-12 小節）がそれぞれ必要である。左手には、持










左手には、終止形を演奏する技術（第 1-2、17-19 小節）、分散和音を演奏する技術（第 6、
11-14 小節）、音階を演奏する技術（第 15-16）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（19-20 小節）
がそれぞれ必要である（譜例 18）。
　伴奏 2の右手には、旋律を演奏する技術（第 1-8 小節）、分散和音を演奏する技術（第
9-16）、トリルを演奏する技術（第 17-23 小節）、1オクターブを演奏する技術（第 24-26 小節）
がそれぞれ必要である。左手には、分散和音を演奏する技術（第 1-7、9-15、17-26 小節）、




1-8、17-20、30、32 小節）、分散和音を演奏する技術（第 9-15、21-28 小節）、音階を演奏
する技術（第 5-8、16-17、29-32 小節）がそれぞれ必要である。左手には、分散和音を演
奏する技術（第 1-7、15、20、22、29-31 小節）、3度の音程を演奏する技術（第 8、32 小節）
がそれぞれ必要である（譜例 20）。
　伴奏 2の右手には、装飾音や重音を伴い旋律を演奏する技術（第 1-12、22、26-32 小節）、
音階を演奏する技術（第 5-8、16-17、29-32 小節）、和音を演奏する技術（第 17、19-20、
23-24 小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 19 小節）がそれぞれ必要である。左
手には、分散和音を演奏する技術（第 1-7、9-16、20、22、24-31 小節）、重音もしくは和







10、12、17-19 小節）、音階を演奏する技術（第 11 小節）、1オクターブを演奏する技術（第
13、15-16 小節）、持続音を伴い重音を演奏する技術（第 14 小節）、終止形を演奏する技術
（第 17-19 小節）がそれぞれ必要である（譜例 22）。
　伴奏 2の右手には、重音もしくは和音を伴い旋律を演奏する技術（第 1-2、4-15、17-20
小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 1、5、7、9、11、15-17、19 小節）がそれ
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演奏する技術（第 9小節）がそれぞれ必要である。左手には、低音から和音へ跳躍し演奏




術（第 1-2 小節）、2度の音程を伴い旋律を演奏する技術（第 5-6、8-9 小節）、持続音を伴
い旋律を演奏する技術（第 14-15 小節）、装飾音を演奏する技術（第 14 小節）がそれぞれ
必要である。左手には、1オクターブを演奏する技術（第 1-3 小節）、2度の音程を演奏す
る技術（第 1-2 小節）、分散和音を演奏する技術（第 4-12、14-15 小節）がそれぞれ必要で
ある（譜例 25）。
　都節音階の伴奏（編曲：川崎祥悦）の右手には、装飾音のようなアルペジオを演奏する
技術（第 1小節）、2度の音程を伴い旋律を演奏する技術（第 5-6、8-9、12 小節）、重音も
しくは和音を演奏する技術（第 13-14 小節）がそれぞれ必要である。左手には、重音を演





する技術（第 2-5、7-10、15-17、20-21 小節）、1オクターブを演奏する技術（第 1-2、14、




16、18-20 小節）、重音を伴い旋律を演奏する技術（第 1、4-5、14-15、21 小節）がそれぞ
れ必要である。左手には、分散和音を演奏する技術（第13-16小節）、音階を演奏する技術（第
1-2、5-6、8、16-17 小節）、重音を演奏する技術（第 11、18-19、21 小節）、持続音を伴い















2-19 小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 3、6、9、16-18 小節）がそれぞれ必要
である。左手には、分散和音を演奏する技術（第 1-5、7、9-10、12 小節）、重音を演奏す
る技術（第 8、13-15 小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 5、7、11、16、19 小節）、




術（第 1-3、9-10、12 小節）、持続音を伴い旋律を演奏する技術（第 4-8、15 小節）、3度の
音程もしくは 6度の音程を保ちながら旋律を演奏する技術（第 9-10 小節）、和音を伴い旋
律を演奏する技術（第 11、13-14 小節）がそれぞれ必要である。左手には、分散和音を演
奏する技術（第 1-4、9-10、16 小節）、音階を演奏する技術（第 3-7、13-14 小節）、終止形
















第 4、8 小節に、ⓓは、バイエル第 106 番の第 15-16 小節にそれぞれ酷似した技術が見ら
れるが技術習得には至らないと考える。ⓔは、バイエル第 72 番の第 9-12 小節を用い、分
譜例31 譜例32
譜例29 譜例30









演奏技術を習得できると考える。ⓑは、バイエル第 106 番の第 4、8 小節に、ⓒは、バイ




無かった。ⓕは、バイエル第 78 番の第 9-13 小節に、ⓖは、バイエル第 106 番の第 15-16
小節にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。
　②「かたつむり」の伴奏の右手には、ⓐ持続音を伴い旋律を演奏する技術、ⓑ和音を演
奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 106 番の第 4、8 小節に、ⓑは、
バイエル第 96 番の第 17-24 小節にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至ら
ないと考える。左手には、ⓒ 3度の音程を演奏する技術、ⓓ分散和音を演奏する技術、ⓔ
音階を演奏する技術、ⓕ終止形を演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓒは、バイエル
第 18 番を用い、3度の音程の演奏技術を習得できると考える。ⓓは、バイエル第 17 番に
一部酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。ⓔは、バイエル第 65 番
を用い、音階の上行形および下行形の演奏技術を習得できると考える。ⓕは、バイエル第
55 番の第 19-20 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。
　③「ひのまる」の伴奏の右手には、ⓐ重音、ⓑ和音を演奏する技術、ⓒ分散和音を演奏
する技術がそれぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節に、ⓑは、
バイエル第 96 番の第 17-24 小節にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至ら


















た。ⓐは、バイエル第 106 番の第 15-16 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得に
は至らないと考える。左手には、ⓑ 1オクターブを演奏する技術、ⓒ 3度の音程を演奏す
る技術、ⓓ終止形を演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓑは、バイエル教則本の中に
1オクターブを演奏する技術が無かった。ⓒは、バイエル第 73 番の第 16 小節に一部酷似








ⓐは、バイエル第 106 番の第 15-16 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至
らないと考える。左手には、ⓑ分散和音を演奏する技術、ⓒ音階を演奏する技術、ⓓ終止
形を演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓑは、バイエル第 55 番の左手を用い、分散
和音を演奏する技術を習得できると考える。ⓒは、バイエル第 17 番の第 9-12 小節を用い、
音階を演奏する技術を習得できると考える。ⓓは、バイエル第 58 番の第 15-16 小節にそ
れぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。




散和音を演奏する技術が無かった。ⓑは、バイエル第 65 番の第 2小節に一部酷似した技
術が見られるが技術習得には至らないと考える。ⓒは、バイエル第 106 番の第 15-16 小節
に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。左手には、ⓓ持続音を
伴い分散和音を演奏する技術、ⓔ分散和音を演奏する技術、ⓕ和音を演奏する技術、ⓖ終
止形を演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓓは、バイエル第 88 番の第 1-6 小節の左
手を用い、持続音を伴い分散和音を演奏する技術を習得できると考える。ⓔは、バイエル
教則本の中に 1オクターブ以上の分散和音を演奏する技術が無かった。ⓕは、バイエル第




それぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 106 番の第 4、8小節に、ⓑは、バイエル第 96
番の第 17-24 小節に、ⓒは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節にそれぞれ酷似した
技術が見られるが技術習得には至らないと考える。ⓓは、バイエル第 100 番の右手を用い、











あった。ⓑは、バイエル第 73 番の第 13-16 小節に、ⓒは、バイエル第 78 番の第 9-13 小節
にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。ⓓは、バイエル第






ルペジオを演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 104 番の第 23-24、
47-48 小節に、ⓑは、バイエル第 96 番の第 17-24 小節にそれぞれ酷似した技術が見られる
が技術習得に至らないと考える。ⓒは、バイエル教則本の中に装飾音のようなアルペジオ
を演奏する技術が無かった。左手には、ⓓ分散和音を演奏する技術が必要であった。ⓓは、
バイエル第 20 番を用い、第 1-2、10-12 小節の分散和音の技術は習得できると考える。また、





ⓑは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節に、ⓒは、バイエル第 96 番の第 17-24 小節に、
ⓓは、バイエル第 106 番の第 4、8 小節にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得に
は至らないと考える。左手には、ⓔ最低音から 5度上もしくは 4度上の音を経由して 1オ
クターブを演奏する技術が必要であった。ⓔは、バイエル教則本の中に 1オクターブ以上
の分散和音を演奏する技術が無かった。
　伴奏 2の右手には、ⓐ 2度の音程、ⓑ 3度の音程の重音を演奏する技術、ⓒ和音を演奏
する技術がそれぞれ必要であった。ⓐは、バイエル教則本の中に右手の 2度の音程を演奏
する技術が無かった。ⓑは、バイエル第 70 番を用い、3度進行の演奏技術を習得できる
と考える。ⓒは、バイエル第 106 番の第 15-16 小節に一部酷似した技術が見られるが技術
習得には至らないと考える。左手には、ⓓ分散和音を演奏する技術、ⓔ和音を演奏する技
術、ⓕ終止形を演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓓは、バイエル教則本の中に 1オ
クターブ以上の分散和音を演奏する技術が無かった。ⓔは、バイエル第 81 番の第 25 小節
に、ⓕは、バイエル第 70 番の第 7-8 小節にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得
には至らないと考える。
　③「春の小川」の伴奏の右手には、ⓐ持続音を伴い旋律を演奏する技術が必要であった。
ⓐは、バイエル第 56 番の第 1-2 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至ら
ないと考える。左手には、ⓑ旋律を演奏する技術、ⓒ分散和音を演奏する技術がそれぞれ






ぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 96 番の第 17-24 小節に一部酷似した技術が見られ
るが技術習得に至らないと考える。ⓑは、バイエル第 70 番をハ長調にして用い、3度進
行の演奏技術を習得できると考える。ⓒは、バイエル第 95 番を用い、6度進行の演奏技











は、バイエル第 106 番の第 4、8小節に、ⓑは、バイエル第 96 番の第 17-24 小節に、ⓒは、
バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得に
は至らないと考える。左手には、ⓓ持続音を伴い旋律を演奏する技術、ⓔ分散和音を演奏





れぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 106 番の第 4、8 小節に一部酷似した技術が見ら







ぞれ必要であった。ⓔは、バイエル第 55 番の第 19-20 小節に一部酷似した技術が見られ
るが技術習得には至らないと考える。ⓕは、バイエル教則本の中に 1オクターブ以上の分
散和音を演奏する技術が無かった。ⓖは、バイエル第 65 番を用い、音階の上行形および








演奏する技術がそれぞれが必要であった。ⓔは、バイエル第 55 番を用い、第 1-7 小節を、
バイエル第89番を用い、第23-26小節の分散和音の演奏技術を習得できると考える。また、
第 9-15、17-23、25 小節は、バイエル教則本の中に 1オクターブ以上の分散和音を演奏す





エル第 100 番の右手に、ⓑは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節にそれぞれ酷似し




55 番を用い、第 1-7、29-31 小節の、バイエル第 22 番を用い、第 15、22 小節の分散和音
の技術を習得できると考える。また、第 20 小節は、バイエル教則本の中に 1オクターブ
以上の分散和音を演奏する技術が無かった。ⓕは、バイエル第 18 番を用い、3度の音程
の演奏技術を習得できると考える。




た。ⓐは、バイエル第 100 番の右手に、ⓑは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節に、
ⓒは、バイエル第 65 番を用い、音階の上行形および下行形の演奏技術を習得できると考
える。ⓓは、バイエル第 96 番の第 17-24 小節に、ⓔは、バイエル第 106 番の第 4、8小節
にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。左手には、ⓕ分散
和音を演奏する技術、ⓖ重音、ⓗ和音を演奏する技術、ⓘ持続音を伴い旋律を演奏する技
術がそれぞれ必要であった。ⓕは、バイエル第 22 番の第 1、4、6 小節に、伴奏の第 1-7、
9-12、14-16、29-31 小節の、バイエル第 68 番の第 2、4小節に、伴奏の第 20、22 小節のそ
れぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。また、第 13、24-28 小節
は、バイエル教則本の中に 1オクターブ以上の分散和音を演奏する技術が無かった。ⓖは、




106 番の第 4、8 小節に、ⓑは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節に、ⓒは、バイ






イエル教則本の中に 1オクターブを演奏する技術が無かった。ⓗは、バイエル第 78 番の
第 9-13 小節に、ⓘは、バイエル第 55 番の第 19-20 小節にそれぞれ酷似した技術が見られ
るが技術習得には至らないと考える。
　伴奏 2の右手には、ⓐ重音、ⓑ和音を伴い旋律を演奏する技術、ⓒ持続音を伴い旋律を
演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節に、







95 番の第 23-24 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。ⓕ
は、バイエル第 65 番をへ長調に移調して用い、音階の上行形および下行形の演奏技術を
習得できると考える。ⓖは、バイエル教則本の中に、1オクターブを演奏する技術が無かっ






第 106 番の第 4、8小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。
左手には、ⓒ低音から和音へ跳躍し演奏する技術、ⓓ重音、ⓔ和音を演奏する技術がそれ
ぞれ必要であった。ⓒは、バイエル教則本の中に低音から和音へ跳躍し演奏する技術が無
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バイエル教則本の中に右手の 2度の音程を演奏する技術が無かった。ⓒは、バイエル第
104 番の第 23-24 小節に、ⓓは、バイエル第 96 番の第 17-24 小節にそれぞれ酷似した技術
が見られるが技術習得に至らないと考える。左手には、ⓔ重音を演奏する技術、ⓕ分散和








れ必要であった。ⓒは、バイエル第 17 番に、第 3-5、7-8、15-17、20-21 小節に一部酷似し
た技術が見られるが技術習得には至らないと考える。また、第 2、9-10 小節は、バイエル
教則本の中に 1オクターブ以上の分散和音を演奏する技術が無かった。ⓓは、バイエル教




旋律を演奏する技術がそれぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 106 番の第 4、8小節に、























中に 1オクターブ以上の分散和音を演奏する技術が無かった。ⓔは、	バイエル第 90 番の
第 9-12 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと考える。ⓕは、バ
イエル第 95 番の第 23-24 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと





72 番の第 9-12 小節に、ⓑは、バイエル第 104 番の第 23-24、47-48 小節に、ⓒは、バイエ
ル第 106 番の第 4、8 小節にそれぞれ酷似した技術が見られるが技術習得には至らないと
考える。ⓓは、バイエル第 70 番をへ長調に移調して用い、3度進行の演奏技術を習得で
きると考える。ⓔは、バイエル第 95 番をへ長調に移調して用い、6度進行の演奏技術を





ⓘは、バイエル第 51 番の第 11-12 小節に一部酷似した技術が見られるが技術習得には至
らないと考える。
　④「われは海の子」の伴奏の右手には、ⓐ持続音を伴い旋律を演奏する技術、ⓑ重音、
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ⓒ和音を伴い旋律を演奏する技術、ⓓ 6度の音程を保ちながら旋律を演奏する技術がそれ
ぞれ必要であった。ⓐは、バイエル第 106 番の第 4、8 小節に、ⓑは、バイエル第 104 番











　バイエル第 17 番は、「はるがきた（伴奏 1）」（左：第 8小節）の音階を演奏する技術が
習得できる。
　バイエル第 18 番は、「かたつむり」（左：第 1-2 小節）、「まきばの朝（伴奏 1）」（左：第
8、32 小節）の 3度の音程を演奏する技術、「子もり歌（律音階）」（左：第 1-2 小節）の 2
度の音程を演奏する技術がそれぞれ習得できる。
　バイエル第 20 番は、「うさぎ」（左：第 1-2、10-12 小節）の分散和音を演奏する技術が
習得できる。
　バイエル第 21 番は、「春の小川」（左：第 1-20 小節）の旋律を演奏する技術が習得できる。
　バイエル第 22 番は、「まきばの朝（伴奏 1）」（左：第 15、22 小節）の分散和音を演奏
する技術が習得できる。
　バイエル第 55 番は、「とんび（伴奏 2）」（右：第 1-8 小節）の旋律を演奏する技術、「は
るがきた（伴奏 1）」（左：第 1-7、9-12 小節）、「夕やけこやけ」（左：第 11-13 小節）、「と
んび（伴奏 2）」（左：第 1-7 小節）、「まきばの朝（伴奏 1）」（左：第 1-7、29-31 小節）の
分散和音を演奏する技術がそれぞれ習得できる。
　バイエル第 65 番は、「かたつむり」（左：第 8-9、12-13 小節）、「虫のこえ」（左：第 8-9、
14-15 小節）、「ふじ山」（左：第 3小節）、「とんび（伴奏 1）」（右：第 10-11、19-20 小節）（左：
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第 15-16 小節）、「とんび（伴奏 2）」（左：第 16 小節）、「まきばの朝（伴奏 1および 2）」（右：
第 5-8、16-17、29-32 小節）の音階を演奏する技術が習得できる。また、へ長調に移調し、
「ひのまる」（左：第 4-5 小節）、「もみじ（伴奏 1）」（左：第 11 小節）、「もみじ（伴奏 2）」
（左：第 15-16 小節）、「こいのぼり」（右：第 1-16 小節）、「冬げしき」（左：第 1-2、5-6、8、
16-17 小節）、「ふるさと」（左：第 3-7、13-14 小節）の同技術がそれぞれ習得できる。さらに、
ト長調に移調し、「うみ（伴奏 1）」（右：第 1小節）、「スキーの歌」（左：第 6小節）の同
技術がそれぞれ習得できる。
　バイエル第 70 番は、「茶つみ（伴奏 1）」（右：第 1-2、4-5、10、12-13、15、20-21 小節）、
「茶つみ（伴奏 2）」（右：第 1-3、5-11、13-14 小節）の 3度の進行を演奏する技術が習得で
きる。また、ハ長調に移調し、「夕やけこやけ」（右：第 4-7、20-25 小節）、「ふじ山」（右：
第 2-4、6-8、11、13-14、18-19 小節）、「おぼろ月夜」（右：第 2、7-9、11、14-15、17、19
小節）の同技術がそれぞれ習得できる。さらに、へ長調に移調し、「ふるさと」（右：第 9
小節）の同技術が習得できる。
　バイエル第 72 番は、「うみ（伴奏 1）」（右：第 9-10 小節）の分散和音を演奏する技術が
習得できる。また、ハ長調に移調し、「とんび（伴奏 1）」（右：第 2-9、15、17 小節）、「と
んび（伴奏 2）」（右：第 9-16 小節）、「まきばの朝（伴奏 1）」（右：第 9-15、21-28 小節）
の同技術がそれぞれ習得できる。さらに、へ長調に移調し、「ひのまる」（右：第 5-18 小節）
の同技術が習得できる。
　バイエル 88 番は、「はるがきた（伴奏 2）」（左：第 1-2 小節）の持続音を伴い分散和音
を演奏する技術が習得できる。
　バイエル第 89 番は、「とんび（伴奏 2）」（左：第 23-26 小節）の分散和音を演奏する技
術が習得できる。
　バイエル第 95 番は、「ふじ山」（右：第 2-3、7 小節）、「おぼろ月夜」（右：第 2-5、7、




　バイエル第 100 番は、「虫のこえ」（右：第 9小節）、「子もり歌（律音階）」（右：第 14 小節）
の装飾音を演奏する技術が習得できる。
　バイエル第 106 番は、「子もり歌（律音階）」（右：第 14-15 小節）の持続音を演奏する


























『東京家政大学研究紀要 1人文社会科学』第 54 巻，pp.27-34.
注 2）岡部玲子（2017）「小学校音楽科歌唱共通教材ピアノ伴奏および弾き歌いの指導法
に関する一考察～ピアノ未経験者に『バイエル教則本』を有効に用いる指導法～」『常





京家政大学研究紀要 1人文社会科学』第 54 巻，p.32.
・岡部玲子（2017）「小学校音楽科歌唱共通教材ピアノ伴奏および弾き歌いの指導法に関
する一考察～ピアノ未経験者に『バイエル教則本』を有効に用いる指導法～」『常磐大











・教育芸術社編（2020）『小学生の音楽 2-6 指導書　研究編』教育芸術社 .
・文部科学省（2018）『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説音楽編』東洋館出版社 .　
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・教育芸術社編（2020）『小学生の音楽 2-6 指導書　伴奏編』教育芸術社 .
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*Nagoya Ryujo Junior College
A Study on Piano Accompaniment Skills for Common Music Teaching 
Materials of Elementary School Music Classes 
Nagai, Noriko
キーワード：音楽科，共通教材，演奏技術，ピアノ，バイエル
　本研究は、小学校「音楽科」の指導書（伴奏編）より共通教材の本格伴奏を取
り上げ、各曲を演奏するための技術を抽出した。そして、バイエルピアノ教則本
で学習することができる技術と照合することにより、教員養成課程の学生に対す
るピアノ実技の課題を明確にしたいと考えたものである。結果、バイエルピアノ
教則本を学習するだけでは、共通教材を演奏するための演奏技術は習得すること
ができないということを確認した。今後、共通教材を演奏することができる演奏
技術を精査し、新たな教材開発を行うことが急務である。

